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象のモデル的説明を行なった。 第 6 章では，上記の研究成果として開発されたスタック型アモルファ













本論文の内容は，まず， a-S i 膜の光伝導度にみられるスティブラー・ロンスキーCSteabler-W ronski) 
効果と膜の電子状態密度との関連を詳しく調べ，光劣化の原因が担体補護過程に起因する 2 種類の欠
陥の形成によることを明らかにした。次いで， a-S i 太陽電池の光電変換過程を計算機によるデバイス






本論文の後半では， a-S i 太陽電池の熱的な劣化現象を取り上げ，熱処理と焼鈍効果に関する一連の
研究から， a-Si 中の欠陥と界面の不純物の相互拡散，さらには電極金属のイオンドリフトに関する
? ??戸。
一連のデータを揃え，熱劣化の原因を分析し，その機構を明らかにした。さらに， こうした結果に基
づ、いて，接合界面での不純物を制御する高融点金属の採用による接合構成や裏面電極の複化を提案し，
熱劣化制御技術を確立した。
最後に，本論文で行った基礎研究に基づいて，新たにパルス光処理法を採用した分離形成型CVD装
置を開発し，成膜条件の最適化を行うことによって， 10c m角の受光面積で実効モジュール効率が10
%を越えるスタック型 a-Si 太陽電池の製造技術を完成した。
以上の研究成果はアモルファス太陽電池の高信頼化をめぐる基礎物性と実用化技術に先駆的な貢献
をするところ多大で，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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